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　 2 月29日～ 3 月 1 日，シンガポール国立図書館において東南アジアの水産資源利用の変化につい
て資料調査をおこなった。 3 月 2 日東ジャワ州シドアルジョ県において，エビ・ミルクフィッシュ
の粗放養殖池を所有するジャワ人漁民を対象に海産資源利用・土地利用・相続・生業変遷を主なテー




































期　間：2016年 6 月11日～ 6 月15日
出張先：和歌山県和歌山市，東牟婁郡太地町・串本町
概　要：




































　2016年は， 1 月， 3 月， 6 月， 8 月に宮城県気仙沼市の漁業の変遷とインドネシア人技能実習生
に関する調査をおこなった。以下は，これらの調査のまとめである。







　11日，上記の実習生 8 人との聞き取りを継続した。 8 人のインドネシア人実習生の民族属性は，





　 1 ．Iip 24歳，ジャワ人，第一期生，2013年 6 月始業
　 2 ．Kaisa，22歳，ジャワ人，第一期生，2013年 6 月始業
　 3 ．Azizah，22歳，スンダ人，第一期生，2013年 6 月始業
　 4 ．Aina，22歳，スンダ人，第一期生，2013年 6 月始業
　 5 ．Lissuka，22歳，ジャワ人，第三期生，2014年 9 月始業
　 6 ．Irma，21歳，ジャワ人，第三期生，2014年 9 月始業
　 7 ．Winda，20歳，ジャワ人，第三期生，2014年 9 月始業
　 8 ．Nila 23歳，ミナンカバウ人，第四期生，2015年 9 月始業
【 3 月】 3 月26日，気仙沼インドネシア・パレード組織委員代表の鈴木敦夫氏および，阿部長商店
の外国人社員担当の菊田政則氏とインドネシア人技能研修生の調査に関する打合せをおこなった。

























































　 第 6 回 イ ン ド ネ シ ア 人 類 学 会 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム（International Symposium of Journal 
Antropologi Indonesia）のパネルProblematizing Inequality and Inclusiveness of the “Masyarakat 
Adat”： The Power-Knowledge Nexus （Herry Yogaswara, Riwanto Tirtosudarmo & Fadjar I. 

































































































1  ．Nagatsu, Kazufumi. 2015. Social Space of Sea Peoples： A Study on Arts of Syncretism and 
Symbiosis in Southeast Asian Maritime World. The Journal of Sophia Asian Studies 33： 111-
140.
2  ．甲斐田万智子・佐竹眞明・長津一史・幡谷則子（編） 2016『小さな民のグローバル学――共生
の思想と実践をもとめて』上智大学出版会． 
3  ．長津一史. 2016.「海民の社会空間――東南アジアにみる混淆と共生のかたち」『小さな民のグロー
バル学――共生の思想と実践をもとめて』甲斐田万智子・佐竹眞明・長津一史・幡谷則子（編），
280-305ページ．上智大学出版会． 
4  ．長津一史2017.「境域」『＜シリーズ 東南アジア地域研究＞政治』山本信人（編）印刷中．慶應
義塾大学出版会．
5  ．Nagatsu, Kazufumi 2017. Maritime Diaspora and Creolization： A Genealogy of the Sama-
Bajau in Insular Southeast Asia. Senri Ethnological Studies （in press）. 
6  ．宮下良子. 2015.「接続するローカリティ／トランスナショナリティ――『在日コリアン寺院』
の信者の語りを中心として」『慶應義塾大学東アジア研究叢書　東アジア海域文化の生成と展開
――<東方地中海>としての理解』東京：風響社，pp. 633-668.
















1  ．Nagatsu, Kazufumi. 2015. “The Making of ‘Pious Bajau’： Two Cases of Islamization at 
Margin in Malaysia and Indonesia,” presented in a panel “Ethnic Re/formation at Margins： 
Negotiations with Global Institutions, NGOs and Missionaries in Insular Southeast Asia,” at the 
1st Biennial Conference of the Consortium for Southeast Asian Studies in Asia （SEASIA）, 
December 12, 2015, Kyoto International Conference Center.
2  ．長津一史. 2016a. 「東南アジア海民論と二つの比較――地域研究的越境の試みとして」パネル
「Beyond Boundaries―〈比較〉で考える，〈比較〉を考える」（代表：加藤剛）『東南アジア学会
第95回研究大会』2016年 6 月 5 日，大阪大学豊中キャンパス
3  ．Nagatsu, Kazufumi. 2016b. “Bajau as Maritime Creoles： Dynamic of the Ethnogenesis in 
Southeast Asian Maritime World,” presented at Panel “Problematizing Inequality and 
Inclusiveness of the “Masyarakat Adat”： The Power-Knowledge Nexus,” （Herry Yogaswara, 
Riwanto Tirtosudarmo & Fadjar I. Thufail）, the 6th International Symposium of Journal 
Antropologi Indonesia, July 28, 2016, National University of Indonesisa. 
4  ．Ishii, Masako. 2015. “Who are the Bangsamoro People? Reconstructing the Notion of 
Bangsamoro in the Peace Process between the Philippine Government and the Moro Islamic 
Liberation Front,” presented in a panel “Ethnic Re/formation at Margins： Negotiations with 
Global Institutions, NGOs and Missionaries in Insular Southeast Asia,” at the 1st Biennial 
Conference of the Consortium for Southeast Asian Studies in Asia （SEASIA）, December 12, 
2015, Kyoto International Conference Center.
【調査に関連する写真（撮影はすべて長津）】
写真 1 　 粗放型エビ養殖池（インドネシア・東
ジャワ州シドアルジョ）















写真 3 　鯨骨鳥居（和歌山県太地町） 写真 4 　鯨の供養碑（和歌山県太地町東明寺境内）
写真 5 　和歌山県太地町の町並み 写真 6 　和歌山県太地町の町並み
写真 7 　 宮城県気仙沼市のインドネシア・パ
レード















写真 9 　 宮城県気仙沼市の魚市場。サメが水揚
げされたところ
写真10　 宮城県気仙沼市に寄港したカツオ漁船
で働くインドネシア人技能実習生
写真11　 宮城県気仙沼市唐桑町鮪立の鈴木（古
舘）家。当主はマグロ漁船の元船主。
写真12　鈴木（古舘）家当主の伸太郎氏夫妻
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